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2023年8月28日 

報道関係各社 御中 

 

＜本件ポイント＞ 

・桃山学院大学社会学部社会学科は、学生が社会課題を把握し解決策を考える力を養うため、実際に現場に出て、 

歩いて、見て、聞いて、ローカルな場で考えるフィールドワークに取り組みます。 

・今年2～3月に続いて、鳥取県西伯郡南部町で地方創生に取り組んでいる公益社団法人青年海外協力協会(JOCA) 

南部の活動に、社会学科の学生が参加します。 

・現地では、9月4日(月)から8日(金)までの日程で、JOCA南部の地域拠点「法勝寺温泉」を中心に展開している 

取り組みなどに参加します。2022年度は、独居高齢者への配食サービスや障がいのある方や子どもの支援、学童 

保育などの取り組みに参加しました。 

・現地研修の最終日には、4日間にわたる取り組みを踏まえた報告会を行います。 

・教員や学生、関係者へのインタビュー等の個別対応が可能です。  

 

 

今年春にかけて実施したフィールドワークの様子（鳥取県南部町） 

 

＜詳細＞ 

桃山学院大学（大阪府和泉市、中野瑞彦学長、学生数 6,814人＝2023年5月1日時点）社会学部社会学科では、

4 年間の学びを通じて「常識を疑う思考力と枠に捉われない発想力を身に付け、これからの社会で必要とされる、

社会の課題を発見・解決できる人」の養成に取り組んでいます。 

今年春に続いて、9月の夏期休暇中に開講する「社会学特講－フィールドワーク入門」と「同・応用」では、鳥

取県西伯郡南部町に拠点を置く青年海外協力協会(JOCA)南部による地方創生の活動に参加し、地方が抱える様々な

社会課題やその解決を目指して活動している JOCA の取り組みについて、実践的に学びます。 独居の高齢者や障

「地域の課題を探る」 

桃山学院大学生がフィールドワーク 

青年海外協力協会（JOCA南部）の活動に参加 

≪鳥取県西伯郡南部町≫ 



桃山学院大学よりご案内（ 2 / 2 ページ ） 

がいのある方に対する見守り、地域内に JOCA が設置した活動拠点「法勝寺温泉」（温泉施設）における 障がいの

ある子どもたちへの支援や子ども食堂などの取り組みを通して、地域の抱える社会課題を現場で見つめ、現場の視

点から地域社会や地域づくりについての理解を深めます。 

 

＜日程＞※予定 

9月4日（月） 午前：大阪から南部町へ移動 ／ 午後：南部町内の視察、ふりかえり 

9月5日（火） 終日：JOCA南部・南部町の取り組みに関するフィールドワーク、ふりかえり 

9月6日（水） 終日：JOCA南部・南部町の取り組みに関するフィールドワーク、ふりかえり 

9月7日（木） 終日：JOCA南部・南部町の取り組みに関するフィールドワーク、ふりかえり 

9月8日（金） 午前：報告会 ／ 午後：大阪へ向けて移動 

 

以上 

 

※取材をご希望の場合は、以下の連絡先までご一報ください。 

 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【本件に関する問合せ】 〒594-1198 大阪府和泉市まなび野1-1 桃山学院大学 広報課 

TEL 0725－54－3245 ／E-mail koho09@andrew.ac.jp 

※本リリースは、桃山学院大学 広報課が作成しています。内容等に関するご意見やご助言等、お待ちしております。 


